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シリーズチャペル＜人間を考える＞
　
「
西
独
か
ら
婦
人
宣
教
師
ら
来
日
〝
不

幸
な
夜
の
女
た
ち
を
救
い
た
い
〞」

（
一
九
五
三
年
十
一
月
読
売
新
聞
）
と
報

道
さ
れ
た
の
は
戦
後
の
復
興
期
で
あ
る
。

婦
人
宣
教
師
と
デ
ィ
ア
コ
ネ
ス

（D
iakonie,

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教

社
会
奉
仕
運
動
）
か
ら
の
派
遣
女
性
五

名
、
合
計
六
名
が
十
一
月
十
五
日
午
後
四

時
大
阪
商
船
あ
と
ら
す
丸
で
来
日
し
た
。

こ
の
婦
人
宣
教
師
がElsbeth Strohm

さ

ん
で
、
エ
ル
ス
ベ
ト
・
シ
ュ
ト
ロ
ー
ム
と

書
く
の
が
正
し
い
。
エ
リ
ザ
ベ
ト
は
同
じ

名
前
の
変
種
で
あ
る
。
日
本
基
督
教
団
の

招
き
で
来
日
し
た
。
賀
川
豊
彦
の
招
き
と

も
い
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
賀
川
豊
彦

（
一
八
八
八
―
一
九
六
〇
）
は
神
戸
に
生

ま
れ
徳
島
に
育
ち
、
神
戸
で
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
道
を
は
じ
め
、
労
働
運
動
、
社
会
福

祉
、
農
民
運
動
、
消
費
組
合
運
動
を
お
こ

し
た
牧
師
で
あ
り
社
会
運
動
家
で
あ
る
。

賀
川
は
一
九
四
九
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

渡
り
伝
道
を
行
っ
て
い
る
。
ス
ト
ロ
ー
ム

さ
ん
た
ち
は
、
ブ
レ
ー
メ
ン
港
か
ら
横
浜

港
に
到
着
し
た
。
彼
女
は
三
年
余
り
東
京

で
活
動
を
模
索
す
る
が
、
甲
府
で
の
奉
仕

を
経
て
、
十
年
経
っ
た
一
九
六
一
年
全
国

を
見
て
回
り
、
釜
ヶ
崎
に
出
会
う
。

一
九
六
四
年
に
は
家
を
購
入
し
子
供
を
あ

ず
か
り
始
め
、
一
九
六
五
年
に
は
家
庭
保

育
を
始
め
た
。
そ
れ
以
来
二
十
年
間
彼
女

は
釜
ヶ
崎
で
社
会
奉
仕
活
動
を
教
会
と
共

に
は
じ
め
、
教
会
の
た
め
で
は
な
く
人
々

の
た
め
に
働
い
た
。
西
成
ベ
ビ
ー
セ
ン

タ
ー
（
現
在
は
、「
ス
ト
ロ
ー
ム
記
念
山

王
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
う
け
継
が

れ
て
い
る
。）や
断
酒
会「
む
す
び
会
」（
現

在
の
釜
ヶ
崎
デ
ィ
ア
コ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

「
希
望
の
家
」
の
こ
と
で
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
人
た
ち
の
社
会
復
帰
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。）
を
立

ち
上
げ
た
。
彼
女
は
も
と
も
と
ド
イ
ツ
で

は
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（M
idnight M

ission

）
の
活
動
で
、
売

春
婦
、
元
受
刑
者
な
ど
の
社
会
復
帰
の
仕

事
を
し
て
い
た
。
そ
の
彼
女
が
、
日
本
に

や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
退
職
の
た
め
帰

国
し
た
の
が
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八

年
）で
、来
日
か
ら
す
で
に
三
〇
年
が
経
っ

て
い
た
。

　

私
が
ス
ト
ロ
ー
ム
さ
ん
に
出
会
っ
た
の

は
二
〇
一
六
年
八
月
二
十
三
日
南
ド
イ
ツ

の
小
さ
な
町
で
の
こ
と
。
私
は
こ
の
と
こ

ろ
月
一
回
程
度
で
釜
ヶ
崎
の
夜
回
り
に
参

加
し
て
い
る
。
野
宿
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

毎
週
土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
夜
回
り
で
、

ふ
る
さ
と
の
家
に
集
合
し
、
代
表
の
生
田

武
志
さ
ん
（『
釜
ヶ
崎
か
ら　

貧
困
と
野

宿
の
日
本
』
筑
摩
書
房
の
著
者
）
ら
が
中

心
に
な
っ
て
支
え
て
い
る
活
動
で
あ
る
。

大
阪
市
内
を
三
ル
ー
ト
（
本
町
│
難
波
、

天
王
寺
、
山
王
）
に
分
け
て
土
曜
日
夜
に

巡
回
し
、
野
宿
者
に
声
を
か
け
な
が
ら
必

要
な
支
援
を
し
て
い
る
。
野
宿
者
は
若
者

た
ち
の
襲
撃
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
あ

り
、
被
害
が
な
い
か
も
聞
い
て
回
る
。
こ

の
夜
回
り
は
、
月
に
一
回
山
王
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
の
こ
ど
も
夜
回
り
に
合
流
し
て
い

る
。
こ
の
こ
ど
も
夜
回
り
で
山
王
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
看
板
に
、
ス
ト
ロ
ー
ム
記
念
と

あ
っ
た
。
聞
い
て
み
る
と
ド
イ
ツ
人
だ
と

い
う
。そ
し
て
、彼
女
が
ま
だ
ご
存
命
で
、

南
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
ほ
ど
近

い
小
さ
な
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う

の
で
、
お
訪
ね
し
た
。
九
十
四
歳
に
な
る

彼
女
は
「
私
は
こ
ど
も
が
好
き
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
の
よ
」
と
私
の
期
待
を
大
き

く
裏
切
り
な
が
ら
、
五
時
間
に
わ
た
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
始
ま
っ
た
。
帰
り
際
に

は
、
彼
女
の
部
屋
の
前
か
ら
窓
越
し
に
手

を
振
っ
て
く
れ
た
。
マ
イ
ン
川
を
望
む
小

さ
な
町
で
の
一
日
で
あ
っ
た
。

 

■

中
川
　
慎
二
　
教
授
（
ド
イ
ツ
語
教
育
、
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

「
釜
ヶ
崎
の
ス
ト
ロ
ー
ム
さ
ん
」
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